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近年、 CT や MRI の発展によって、椎間板ヘルニア組織が自然吸収されることが分かつてきた。その自然吸収メ
カニズムにおいて、 MMPs やマクロファージが関与していると報告されている。一方セリンプロテアーゼのカテプ








板自然吸収モデルを作成した。術後 O 、 24、 48、 72時間、 l 、 2 、 3 週間で各 3 匹ずつ屠殺し、移植した椎間板を摘
出した。組織は10%ホルマリンにして固定、パラフィン包埋し、正中矢状断切片を作成した。一次抗体として、抗モ
ウスカテプシン G 、 L、抗モウス MMP-1、 3に対するボリクローナム抗体と、モウス抗ラット ED-2モノクローナム












胞に強く発現を認めた。線維輪における抗 MMPs 陽性細胞はマクロファージの増加とともに増加し、抗 MMP-l陽
性細胞が 2 週間以後徐々に減少した、抗 MMP-3陽性細胞が我々の観察期間(三週)に至るまで徐々に増加し続けた。
抗力テプシン G、 L 陽性細胞は移植後各24、 48時間でピークになり、その以後徐々に減少した。
【総括】
実験的ラット椎間板自然吸収モデルにおけるカテプシン G 、 L の局在について検討した。得られた成績は次のよう
にまとめられる。
1.椎間板自然吸収モデルにおいてカテプシン G 、 L の発現を認めました。
2. 椎間板自然吸収モデルにおけるカテプシン G 、 L の発現はマクロファージ等の炎症細胞が浸潤する以前から、椎
間板細胞による蛋白分解酵素の自己分泌が生じていた。それらの蛋白分解酵素はコラゲン、プロテオグリカンなどの






カテプシン G 、 L は、椎間板変性とその細胞外マトリックスの分解に関与することが指摘されているo 本研究では




これまで椎間板ヘルニア自然吸収過程におけるカテプシン G 、 L 関与についての研究がなかったこと、さらに椎間
板細胞ヘルニアが蛋白分解酵素の自己分泌メカニズムが存在する可能性を示したこと、椎間板ヘルニアに対する新し
い治療法の開発に有益な情報を与えたことから、本研究は学位の授与に値すると考えるo
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